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卒
業
お
め
で
と
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　校
長

　加
藤

　晃
一 

　

厳
し
か
っ
た
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
暖
か
な
日
差
し
と
南
東
の
さ
わ
や
か
な
潮
の
香
り
に
、
春

の
到
来
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
校
庭
や
甑
島
の
野
山
で
は
、
市
鳥
で
あ
る
メ
ジ

ロ
た
ち
が
梅
や
椿
の
花
の
蜜
を
求
め
て
か
わ
い
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　
春
は
、
別
れ
と
出
会
い
の
季
節
。先
日
は
、
長
年
、甑
島
の
人
々
の
生
活
の
支
え
で
あ
っ
た

「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」
の
最
後
の
運
航
を
見
守
ろ
う
と
、
里
港
、
長
浜
港
で
そ
れ
ぞ
れ

お
別
れ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
里
中
学
校
も
全
校
生
徒
で
参
加
し
、
フ
ェ
リ
ー
ニ

ュ
ー
こ
し
き
と
乗
組
員
の
方
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
た
。 

　
さ
て
、
３
月

日
に
第

回
薩
摩
川
内
市
立
里
中
学
校
卒
業
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し
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78

た
。
当
日
は
、
保
護
者
を
始
め
、
た
く
さ
ん
の
御
来
賓
や
地
域
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
、

人
が
里
中
学
校
か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

13

た
。
ご
家
族
、
ご
親
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

年
間
の
歩
み
を
様
々

15

な
感
慨
を
も
っ
て
噛
み
し
め
て
の
御
出
席
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
卒
業
式
で

は
、
在
校
生
代
表
の
生
徒
会
長
石
原
航
介
さ
ん
が
卒
業
生
一
人
一
人
の
名
前
を
呼
び
な

が
ら
、
中
学
校
生
活
の
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
代
表
の
橋
口
妃
奈

乃
さ
ん
は
、
職
員
、
後
輩
た
ち
、
地
域
の
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
共
に
、
三
年
間
共

に
過
ご
し
た
学
級
の
仲
間
達
と
こ
れ
ま
で
育
て
て
い
た
だ
い
た
保
護
者
へ
の
感
謝
の
思
い

を
伝
え
ま
し
た
。会
場
は
、
感
動
の
涙
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。 

　
私
は
、
卒
業
生
に
向
け
て
、
作
家
・
喜
多
川
泰
さ
ん
著
書
の
「
手
紙
屋
　
蛍
雪
編
」
を
紹

介
し
な
が
ら
、
「
学
び
続
け
る
気
持
ち
を
も
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
と
伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

１
、
２
年
生
に
も
共
通
す
る
願
い
で
す
。 

「
勉
強
す
る
と
は
、
今
ま
で
こ
の
地
球
上
に
存
在
し
た
人
々
が
経
験
し
、
発
見
し
て
は
次
の

世
代
へ
と
伝
え
て
き
た
素
晴
ら
し
い
知
識
や
知
恵
を
、
今
度
は
自
分
が
受
け
継
ぎ
、
自
分

の
も
の
に
す
る
こ
と
。
」 

「
勉
強
と
い
う
道
具
は
、
自
分
を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
て
、
昨
日
と
は
違
う
自
分
に
な
る
た
め

に
あ
る
。」 

  

こ
れ
か
ら
先
、
生
き
て
い
く
時
代
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
予
測
困
難
な
時
代
で

す
。
そ
の
中
で
幸
せ
や
豊
か
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
行
く
た
め
に
、
勉
強
す
る
こ
と
に

前
向
き
に
臨
み
、
保
護
者
か
ら
授
か
っ
た
可
能
性
溢
れ
る
才
能
を
大
き
く
開
花
さ
せ
て
ほ

し
い
と
願
い
ま
す
。 

　
卒
業
生
は
、
い
よ
い
よ
「
島
立
ち
」
を
迎
え
ま
す
。
新
し
く
就
航
す
る
「
結
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
　
こ

し
き
」
に
乗
っ
て
、
輝
く
未
来
に
自
信
を
も
っ
て
旅
立
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

「
顔
に
は
笑
顔
　
胸
に
は
感
謝
　
背
中
に
は
誇
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟       

東
野
圭
吾

　著 

　
　
　
　

　

東
野
圭
吾
さ
ん
の
小
説
で
、７
年
前
に
は
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　

過
去
と
現
在
が
繋
が
る
不
思
議
な
雑
貨
店
で
の
時
空
を
超
え
た
手
紙

　
　
　
　

の
や
り
取
り
。相
談
者
か
ら
届
く
手
紙
と
主
人
公
た
ち
と
の
不
思
議

　
　
　
　

な
共
通
点
。雑
貨
店
と
主
人
公
た
ち
と
の
繋
が
り
。東
野
圭
吾
さ
ん
と

　
　
　
　

い
え
ば
ミ
ス
テ
リ
ー
と
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、温
か
い
気
持
ち

　
　
　
　

に
な
り
た
い
と
き
に
読
み
た
く
な
る
涙
な
し
で
は
読
め
な
い
一
冊
で
す
。

竹ほうきの寄贈 

　 堀之内運送株式会社様より竹ほ
うき５本の寄贈がありました。学校
の美化に役立てます。ありがとうご
ざいました。

おめでとう！ 

★ 第5回タイヨー武道具剣道錬成大会 

   中学生団体女子の部  準優勝(小川、川畑、西薗) 
   中学生個人女子の部  ３位  小川 千咲 

★ 県下中学校新人柔道大会  
　  66㎏級 第３位　 石原 航介 

★ 令和六年度明るい選挙啓発習字コンクール　  

    入選  馬場　 結

             
           　 

 

　 ７ 日 (月 ) 新 任 式 ・ 始 業 式 ・ 入 学 式  

　 ８ 日 (火 ) 生活・学習ガイダンス、身体測定  

  ９ 日 (水 ) 生徒会対面式、PＴＡ専門部会・理事会 

 10日 (木 ) 標 準 学 力 検 査 （ ～ 11日 ） 

 11日(金） 知能検査 

 14日(月) ３年全国学調質問紙、理科CBT      
 15日(火) 交通安全教室・教育相談週間（～23日） 
 16日 (水 ) 学 級 PTA・ Ｐ Ｔ Ａ 総 会  

 17日 (木 )  3年全国学力学習状況調査（国・数） 

            避 難 訓 練 （ 不 審 者 対 応 ）  

 2４日(木)  生徒総会  

入学式のお知らせ 

　下記の日程で行います。御家族、御親族お誘い合
わせの上、御出席をお待ちしております。 
月日　 ４月７日（月） 
時間  14時00分～14時５0分(受付13：35～)

フェリーニューこしき最終運航の見送り 

　３月５日、フェリーニューこしきの最終運航があ
り、全校生徒、里港で見送りました。22年間、甑島
と串木野間を運んでくれま
した。感謝の気持ちを表そう
と生徒会が中心となってメ
ッセージを集めた色紙を船
長さんに贈りました。

23代目焼酎「島立ち」完成 

　２ ・ ３ 年 生 が ラ ベ ル 貼 り な ど
丁 寧 に 行 い 、 今 年 度 も 無 事 に
焼 酎 「 島 立 ち 」 が 出 来 ま し た 。
土 砂 降 り の 芋 堀 り で 苦 労
し た 分 、 い い 出 来 の 焼 酎
に な っ た そ う で す 。 塩 田 酒
造 様 、 芋 づ く り 協 力 員 の
方 々 、 準 会 員 の 皆 様 に 感
謝 し ま す 。 

卒業そして「島立ち」へ 

　３月６日の公立高校一般入試終了後、３年生は最
後の中学校の思い出づくりの週でした。 
　 ７日の球技大会では、保体
部を中心に大会を無事に成功
させることができました。校庭
いっぱいに響き渡る歓声が起
こる場面もあり、全校生徒が大
いに楽しめた大会となりま
した。 
　 ８日には、全校音楽があ
り、体育館で各学年で合
唱を歌い合い、楽しみまし
た。職員も合唱を披露しました。特に、３年生の合唱
「サザンカ」の歌詞とともに、思いを込めて歌う姿に、
心にぐっとくるものがありました。 
　 12日、甑島振興局局長堂元光信様をはじめ来
賓の方々、保護者、在校生の見守る中、第78回卒業式
が挙行されました。晴れやかな表情で校長先生から卒
業証書を受け取り、まっすぐなまなざしで話を聴く姿か
ら３年間の中学校生活での充実感と、「島立ち」に向け
希望に満ちあふれた表情をしていました。式の中では、
原田ＰＴＡ会長からの温かい励ましの言葉がありまし
た。送辞では、石原航介さんが卒業生一人一人との思
い出を語り、答辞では、橋口妃奈乃さんが３年間の思
い出や後輩、保護者、先生方、地域の方々への感謝の
気持ちを述べまし
た。13名の卒業
生が歌う最後の合
唱では、一人一人
の思いが感じられ
感動の卒業式に
なりました。 

※※里中学校ホームページhttp://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/及び里中学校公式ブログhttp://blog.goo.ne.jp/sato-j_2012も御覧ください※※

令和６年度　『顔には笑顔　胸には感謝　背中には誇り』　鹿児島県薩摩川内市立里中学校

お薦めの一冊 

鮫島香織先生

令和７年度　第２土曜日の登校は年間７日に 

　 甑島の全小中学校において、来年度の第２土曜日
の登校は、月曜日が休日の場合、実施されません。９
月、10月、１月の第２土曜日は週休日になります。

鹿児島学力・学習状況の結果 

  今年１月に中学１、２年生を対象に行われた「鹿児
島学力・学習状況調査」。全国初のタブレット端末を
活用した学力検査でした。これまでの紙のテストでは
できなかった動画や音声など様々なツールを利用し
た問題が出題されました。生徒たちは使い慣れてお
り、スムーズに取り組んでいました。結果もほとんどの
教科で県平均を上回ることができました。特に、家庭
学習が充実している生徒が高得点を上げています。
今後、特に通過率の低い問題はやり直しをするなどし
て補充指導をしたり、類似問題にも取り組ませたりし
ながら、学力の定着を図っていきます。 
　 また、結果をもとに職員研修を行い、以下のような
課題と解決策が出されました。 
　 〇　 「思考・判断・表現」、「資料の活用」領域に課
　 　 題が見られる。⇒自分の考えをもたせ、交流す　
　 るという学習体験を増やす。 
 〇　 資料や問題の捉え方の間違いが見られる。⇒

これまでの学習や経験を想起させ、学びの「連続
性」を子どもが実感できるようにする。 

　 〇　 時間を意識し、長文を速く正確に読み、必要な
　 　 情報を的確に捉える力を育てる。 
  〇　 家庭学習量が不足している⇒生徒が家庭学
　 　 習を「やる意味」を見出せるように、学校の授業
　 　 と家庭学習とのつながりを更に深く考えさせ、取
　 　 り組んでみたくなる工夫をする。 

【県と本校との比較】 ◎　 ＞〇　 ＞県 平 均　 ＞△　 ＞　 ▲ 

 　 　 　 　 　 　 　 　 ５P以上　 　 　 　  ０　 　 　 　 　 ー５P以下
 国語  社会  数学  理科  英語

 １年 ◎ ◎   ◎   ◎    ◎  
 ２年 〇 ◎   △    〇  △


